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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、スラヴ諸語における所有性の概念を実現する言語構造の構造的、意味的分

析を行った。言語類型論の分析理論（特に文法化理論）を踏まえ、中でもこれまで分析が

なされてこなかったカシュブ語に関し、所有構文から派生する二つの統語構造である複合

時制および受動態について、言語接触論、類型論的な視点から、スラヴ諸語全体を踏まえ

た上で、その構造的、意味的な相互関係を記述・分析した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

In this research project, I analyzed syntactic structures with the possessive meaning in Slavic 

languages from a functional perspective. Based on the theories of grammaticalization and language 

contact, as well as on the material from most of the Slavic languages, I managed to ascertain a 

formal continuum and semantic correlations between some syntactic patterns, in particular the 

possessive construction, the have-perfect and the recipient passive, especially in Kashubian. 
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１．研究開始当初の背景 

（1）分析理論の理論的  

本研究では、出発点となる意味カテゴリ

ーの一つとして「所有性」は、人類に普遍

的な概念で、人間が認知する対象間の関係

のうち、最も基本的かつ重要な概念の一つ

である。しかし、従来の研究は「所有性」

という概念そのものに踏み込むとなく、一

機能として命名・分類することで済ませて

きたことが大きな問題点であった。また、

意味カテゴリーの実現形である言語形式に

おいても、その属性が一様ではなく、必ず

その中心をなす典型的な例から周辺的な例

まで連続的な性質を持つが、その相互関係、

あるいはその階層構造については言及され

てこなかった。現在研究が特に進んでいる

認知言語学的アプローチにおいても、「所有

性」については、多数の相互に矛盾する定

義が与えられていることからも、その重要

性かつ複雑さは明らかであり、認知言語学

の各学派の定義は、同じプロトタイプ理論

を用いているにもかかわらず、全く異なる

など、依然十分に研究の余地がある分野で

ある。 

 

（２）分析材料の背景 

形態統語論研究のアプローチとして、言

語形式が担う機能を研究する(a)「構造的ア

プローチ（形から意味へ）」と、所与の機

能の言語形式的実現を研究する(b)「機能的

アプローチ（意味から形へ）」が挙げられ

る。スラブ語研究においては、伝統的に(a)

のアプローチによる記述・分析が圧倒的で

あり、(b)のアプローチによる研究は進んで

いるとはいえ、その蓄積は少ないのが現状

である。さらに類型論的に重要なデータと

なる諸言語の方言や、文法分析では殆ど分

析されることがない、いわゆるスラヴ・ミ

クロ文語の機能的分析は目下皆無であると

いってよい。したがって、これらの言語デ

ータの類型論的な位置づけも望まれている。 

 

２．研究の目的 

本研究は、普遍的意味カテゴリーの一つで

ある「所有性」および隣接的意味カテゴリ

ーを分析の出発点とした、機能的アプロー

チによるスラブ諸語形態統語論の類型論的

研究である。 

研究対象とする言語は、スラブ諸語のうち、

特にロシア語（東スラブ語）、セルビア（ク

ロアチア）語（南スラブ語）、ポーランド語

（西スラブ語）の文語（標準語）および方

言が軸となっている。 

この研究では個々のスラブ語学研究への

貢献を念頭に置きながら、従来の音声学・

音韻論による分類とは異なった、文法と機

能という点からみた、新たなスラブ諸語の

分類および各スラブ語の類型論的な特性を

明らかにすることを目的としている。 

 

３．研究の方法 

 研究の方法は、先行研究、既存の分析理

論を踏まえた上で、本研究に相応しい分析

理論の構築すること、そしてテクスト資料

およびインフォーマントから提供された言

語資料を検証し、上の分析理論の枠組みに

照らし合わせて分析するという手法をとっ

た。 

初年度は上述の「研究目的」に記したう

ち、特に「所有性」とその隣接カテゴリー



の定義と記述の理論的研究を中心に行った。

また、それと同時に、言語材料の収集（テ

クストおよびインフォーマント調査）、さら

にそれらの収集した資料の整理、記述と分

析も開始した。 

 次年度は、前期に前年度のインフォーマ

ントと調査で残った疑問点やさらなる質問

リストを作成して対面調査を行った。後期

は、前年度の理論的研究成果を背景にした、

言語資料の記述および分析を中心とした研

究をすすめ、国内外の学会において研究発

表を行い、そこでの議論に基づき、論文の

執筆を行い、一部の成果を公表するに至っ

た。 

 

４．研究成果 

本研究では、研究目的で言及した諸言語

のデータを用いた研究としての成果を挙げ

たが、中でも特筆すべき成果として指摘で

きるのは、これまで形態統語論のレベルに

よる記述・分析が十分なされてこなかった、

スラヴ・ミクロ文語の一つであるカシュブ

語（方言）に関する研究である。 

所有構文から派生する構造と考えられる

二つの統語構造（複合時制および受動態）

について、機能的な記述を行ったが、その

際に言語接触論、言語類型論からえられた

知見を生かし分析・記述を行った点が重要

である。カシュブ語の記述は、伝統的に音

声・音韻論、形態論、語彙研究に重きが置

かれており、当該構文の記述・分析はスラ

ブ語学において全く新しい試みであった。

また、機能的な視点による分析は、少数話

者言語の教育にも役に立ち、今後カシュブ

語の記述文法のみならず、学校文法などの

参考になることが指摘できる。 

特に他のスラブ諸語（ポーランド語、ロ

シア語、セルビア語、ブルゲンランドクロ

アチア語、スロヴァキア語など）との類型

的論な比較研究は、カシュブ語を統語構造

の観点から、スラブ諸語における位置づけ

を再考するだけではなく、他のスラブ諸語

研究への直接的な足がかりにもなった。具

体的には、本研究を踏まえ、報告者はチェ

コ語、スロヴェニア語の受動態に関して、

これまで言われていた二つの受動態（se 動

詞の形式および受動過去分詞の形式）だけ

ではなく、いわゆる受容者受動態の存在が

あることを提示した（2010 年 4 月アメリカ

の第 17 回南スラヴ・バルカン言語国際学会

にて発表）。 

また、分析理論としては、言語類型論で

一般的に知られている文法化理論を用いた

ため、一般論への貢献となったことも言え

る。 

さらに、本研究を通じて、文法化理論お

よび「所有性」の言語類型論研究で知られ

る Bernd Heine（ケルン大学名誉教授）を招

聘し特別セミナーを開催する機会を設け、

幅広い知見を得た。また本研究テーマに関

連し、Romuald Huszcza 教授（ワルシャワ

大学）、Andriy Danylenko 教授（ペース大学）

の連続講演会も組織し、本研究の成果と合

わせて、『スラヴ諸語における文法化：類型

論および地域言語学からの視点』と題した

研究論文集が2010年6月に刊行予定となっ

ている。 
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